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景観及び空間の構造化に果たすランドマークの役割
― パースペクティブ効果を例として ―
津　川　康　雄
A Role of Landmark in Structured Landscape and Space
－Focusing on Perspective Eﬀ ects as an Example－
Yasuo TSUGAWA
要　旨
　ランドマークは地理的空間における景観や風景要素の一つであり、人間の行動を支え、地域の
シンボルになるなど多岐に及ぶ特性を有している。また、景観形成及び空間の構造化に大きな影
響を及ぼしている。人々は無意識もしくは意識的にランドマークをアイストップとして景観形成
し都市プラン等を作り上げてきた。とくに一点透視的な構図はパースペクティブ（遠近感）効果
が強調され、ビスタ・アイストップ型の印象的な景観が生み出されてきた。そして、中心線とな
る道路や街路とその先にアイストップとしての各種ランドマークが配置され、視線の誘導や空間
の分節化に果たす並木や統一感のある建物、ファサードなどにより調和のとれた統一感のあるビ
スタが形成される。この構図は左右対称による安定感、調和、秩序などの視覚効果がもたらされ
る。一面では形式美が強調され、表層的な景観として評価されることもあるが、シンボリックな
構図として各地にその事例を見いだすことができる。
　本稿では、景観及び空間の構造化に果たすランドマークの役割について、一点透視的な構図に
認められるパースペクティブ効果（遠近感）に着目し、その構図の特性や意味（meaning：ミー
ニング）を考察したものである。とくに、アイストップとなるランドマークの事例を読み解くこ
とにより共通性やその効果を把握することとした。
　その結果、一点透視的な構図によるビスタ・アイストップ型の景観形成は意図的に生み出され
ることが多い。とくに公園の設計や都市計画では幾何学的に通路・道路・街路が配置され、秩序
ある空間が形成されていることが明らかになった。
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Summary
　　A landmark is a part of scenery and landscape elements and has a wide variety of 
characteristics, supporting human activities and symbolizing a community for instance. In 
addition, a landmark has a lot of inﬂ uence on landscape formation and structured space. People 
consciously or subconsciously have used a landmark as an eyestop for landscape formation and 
urban planning. Especially, one-point perspective composition highlighting perspective eﬀ ects 
has formed impressive vista landscape with an eyestop. A harmonious, integrated vista is formed 
with roads and streets constituting the centerline, various landmarks placed ahead as an eyestop, 
line of trees serving as visual guidance and spatial segmentation, buildings and facades, and 
brings a sense of unity. This composition brings a sense of symmetric stability and visual eﬀ ects 
of harmony and order. It can be seen as an example of symbolic composition in various locations, 
although it is sometimes evaluated as superﬁ cial landscape due to the highlighted beauty of form 
　　This paper focused on the perspective effects of one-point perspective composition and 
discussed characteristics and meanings of the composition in terms of roles of landmark in 
landscape and structured space. Especially, the author attempted to interpret case examples of 
landmark serving as an eyestop to understand the similarities and eﬀ ects.
　　The study results showed that a vista landscape with one-point perspective composition was 
usually formed by design and especially that passages, roads and streets are placed geometrically 
to form orderly space in park and urban designs.
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Ⅰ．はじめに
　ランドマークは地理的空間における景観や風景要素の一つであり、人間の行動を支え、地域の
シンボルになるなど多岐に及ぶ特性を有している。また、景観形成及び空間の構造化に大きな影
響を及ぼしている。人々は無意識もしくは意識的にランドマークをアイストップとして景観形成
し都市プラン等を作り上げてきた1）。とくに一点透視的な構図はパースペクティブ（遠近感）効
果が強調され、ビスタ・アイストップ型の印象的な景観が生み出されてきた。たとえば、フラン
スのパリではオベリスクの置かれたコンコルド広場からシャンゼリゼ通りを基軸に視線が両側の
並木により遠近感を伴った形で誘導され、その先の凱旋門がアイストップとなり視点が収束する。
シャンゼリゼ通りはパリの都市軸として機能し、シンボリックな景観が形成されている。イギリ
スのロンドンでは、バッキンガム宮殿とトラファルガー広場を結ぶザ・マル（The mall）も同様
の効果をもたらしている。すなわち、中心線となる道路や街路とその先にアイストップとしての
各種ランドマークが配置され、視線の誘導や空間の分節化に果たす並木や統一感のある建物、ファ
サードなどにより調和のとれたビスタが形成される。この構図は左右対称による安定感、調和、
秩序などの視覚効果がもたらされる。一面では形式美が強調され、表層的な景観として評価され
ることもあるが、シンボリックな構図として各地にその事例を見いだすことができる。
　一点透視的な構図によるビスタ・アイストップ型の景観形成は意図的に生み出されることが多
い。とくに公園の設計や都市計画では幾何学的に通路・道路・街路が配置され、秩序ある空間が
形成される。
　本稿においては、景観及び空間の構造化に果たすランドマークの役割について、一点透視的な
構図に認められるパースペクティブ（遠近感）効果に着目し、その構図の特性や意味（meaning：
ミーニング）を把握したものである。とくに、アイストップとなるランドマークの事例を読み解
くことにより共通性やその効果を把握することとした。
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Ⅱ．景観形成と視点
（１）ビスタ・アイストップ型の景観
　景観形成に際し、人々の視線を操作し秩序ある安定した構図を生み出すことは、都市デザイン
や空間デザインに携わる者にとって重要な意味をもっている。とくに都市計画における道路建設
や公園づくりにおいては、調和がとれ景観に配慮したビスタの形成が常に求められるものといえ
よう。すなわち、視点の存在する空間である視点場にとって、そこに存在する要素の配置を工夫
することにより、視線を限定し方向性をもたらすことが可能になる2）。
　たとえば、姫路は世界遺産の姫路城を中心と
する城下町であるが、鉄道駅である姫路駅から
北に位置する姫路城に向かう道路整備が行わ
れ、アイストップとなる城に向かって大通りが
視線軸となり、両側の街路樹により視線を誘導
している（写真１）。このようなランドマーク
とシンボルロードによるビスタ・アイストップ
型の景観は、印象的で明瞭な都市軸となり都市
の顔となる景観を創出することも多い。また、
パースペクティブ（遠近感）効果は視点場を明
確化し、整然とした並木や建物の配置により、
景観構図に奥行感を演出することが可能になる。とくに、列状の並木や樹木は道路や歩道などの
空間を分節する効果や、四季の変化を反映する視覚効果をもたらすものとして多用されている。
　視点の先に位置するアイストップとしてのランドマークは、自然的要素や人文的要素が用いら
れることが多い。自然的要素の例は富士山に代表され、シンボリックな存在として江戸時代の浮
世絵などに描かれている。均整のとれた富士山を中心に据え、“山アテ”としての効果を取り込む
ことで印象的な構図が成立する。その他、空間的認識ポイントや信仰対象など重要な意味（ミー
ニング）を有するランドマーク・マウンテンがその例となる3）。
　人文的要素のアイストップには歴史的建造物・建築物、記念碑、駅舎などミーニング（意味）
を有するものが選ばれている。ポルトガルのリスボンにおいては、坂や斜面の多い市街地の空間
にその特徴を見いだすことができる。エドゥアルドⅦ世公園からテージョ川に至る空間はその代
表例である。幾何学的な植栽を配置した公園の先にポンバル侯爵の銅像と円柱の台座が配されア
イストップとなっている。このマルケス・デ・ポンバル広場は道路のランドアバウトになってお
り、銅像と一体化した空間認識ポイントとなっている。その延長線上にはリスボン中心部を代表
するリベルダーデ大通りが位置し、続いてテージョ川へと繋がっている。この一連のビスタは、
写真１　姫路駅から姫路城を望む
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単調になりがちな一点透視的な構図にアイス
トップとなる銅像をアクセントとして加え、伸
びやかで調和のとれたビスタを生み出している
ものといえよう（写真２）。
（２）一点透視的な構図とその類型
　このように、ビスタ・アイストップ型の景観
は一点透視的な構図にランドマークが焦点とし
て位置づけられ、パースペクティブ効果を発揮
することにより印象的にビスタを形成すること
ができる。その場合、中心線ないしは中心軸と
なる街路や通路は直線が基本であり、自然界では幾何学的直線を見いだすことはほとんど無い。
したがって、意図的・計画的にデザインされることが多くなる。また、一点透視的な構図を現実
の景観形成に反映させる場合、視線軸を中心にシンメトリカル（左右対照的）に両側の修景を整
える例が多い。なお、視点の角度によって水平、水平－上方、下方、複合－双方向などの方向性
を分類することができる。すなわち、人々の視線がそれぞれ水平位置を見通すタイプ、水平から
上方へ導かれるタイプ、下方への見通しが促されるタイプが分類され、また、複合的に組み合わ
さるタイプや双方向にビスタ・アイストップ型の景観が成立する例も確認できる。
Ⅲ．ビスタ・アイストップ型ランドマークの事例
（１）水平視線型
　ａ．広島平和記念公園
　広島の戦災復興計画は都市計画道路、大小の公園、緑地や1,322.55haに及ぶ土地区画整理事
業が実施された。特に、二本の百メートル道路と70ha余の中央公園（後に平和記念公園と改称
される中島公園を含む計画）の建設は平和都市広島のシンボルとして位置づけられた4）。
　平和記念公園は昭和24年（1949）に公布された「広島平和記念都市建設法」に基づいて建設
された諸施設の建設に際し、広島市主催のコンペ（競技設計）において一等に入選したのが丹下
健三のチームであった。コンペのプログラムは、原爆資料館、集会広場、公会堂、公園などの諸
施設を市の中央部を占める三角州の中に造ることであった。後に丹下は次のように建設のいきさ
つを述べている5）。
　「百メートル道路を南端にして、そこから北に向けて立ち上がっているほぼ二等辺の三角形の
地が中ノ島公園である。（略）この頂点よりやや東寄りの川向こうに、ドームの鉄骨をむきだし
にしたままの産業奨励館が悲しい姿を残していた。これについても議論は二つに分かれていた。
写真２　エドゥアルドⅦ世公園からテージョ川を
望む（リスボン）　　　　　　
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（略）私は残すべきだと思った。原爆の恐ろしさ、残虐さ、非人間性、そうしたことを永久に忘
れないために、（略）このドームはシンボルとして残すべきだと考えた。従って、百メートル道
路から中に入れば、ほぼ正面にこれが見えるように全体を設計することにした。」
　かくして、広島平和記念資料館（旧原爆記念陳列館）から誘導路を軸線にシンメトリー（左右
対称）な空間が配され、アーチ形の慰霊碑がアイストップとなり、その延長線上にさらなるアイ
ストップとしての原爆ドームが視野に入る連続的ビスタが創出された（写真３・写真４）。この
地を訪れる人々は無意識のうちにパースペクティブ（遠近感）効果に促され慰霊碑の前で祈りを
捧げ、さらに慰霊碑の彼方に原爆ドームを確認することで平和への思いを新たにする。設計者の
意図が特別に込められた例の一つとなろう。
　ｂ．明治神宮外苑
　東京の明治神宮外苑は青山練兵場跡地を博覧
会場に利用する構想だったが、明治天皇崩御を
受け、代々木に「神宮」が建設され内苑となっ
たため記念事業の場として外苑となった。外苑
の造営は1917年（大正６）に施行され、日本
初の舗装道路でもある絵画館（聖徳記念絵画館）
前の銀杏並木がつくられた6）。青山通りの外苑
入口から絵画館に向かって伸びる道路と並木が
パースペクティブ（遠近感）効果をもたらし、
典型的なビスタ・アイストップ型の景観を生み
出している。並木道の延長は402m、銀杏は1917年～1918年に内苑より移して移植し、仮育成
したもので、1923年（大正12）に並木道の位置に植栽された。計画当初は二列の並木道だったが、
その後四列に変更され現在に至っている。また、外苑入口から絵画館に向かって樹高の高い銀杏
写真３　広島平和記念公園（１） 写真４　広島平和記念公園（２）
写真５　明治神宮外苑の銀杏並木
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から低いものを植樹し、遠近感をより強調している（写真５）。
　美しいアヴェニューの条件を越澤明は、「その都市を代表する並木道（アヴェニュー）には共
通するひとつの都市デザインの公理がある。つまり、アヴェニューの軸線上のビスタにシンボリッ
クな記念建築物が置かれ、街路、並木、建物の渾然一体としたレイアウトにより、一都市を代表
する見事な空間がつくり出されている。」と延べ、日本においてこのような都市空間はほとんど
実現しなかったが、日本の近代造園、都市計画の黎明期につくられた外苑の銀杏並木がその例外
と説明している7）。このように、ランドマークとなる記念建築物のアイストップ効果の重要性が
示唆される。ちなみに、外苑の並木道の設計者は折下吉延である。同氏は関東大震災後の帝都復
興事業において復興局建築部公園課長として墨田公園や横浜の山下公園等の建設を指揮した。
　ｃ．大学通り（国立）
　国立は鉄道駅及び前面に直線に延びる幅約
43mの大通（当初：一ツ橋大通り、現：大学
通り）と東西に放射状に延びる二本の街路（富
士見通、朝日通（現：旭通）・幅約10.8m）を
配し、北は鉄道線をエッジ（縁辺）として国立
駅を境に東西を東一条（條）から三条、西一条
から七条、南北は第一線から第十九線（西側は
第十八線）によって区画された。計画当初から
明確な条（條）・線によるグリッド・パターン
を有していた。そして、区画の主要部分は東京
商科大学（現：一橋大学）、東京高等音楽学院（現：国立音楽大学）などが占めていた。なお、
当時の箱根土地と東京商科大学（現：一橋大学）の間で交わされた覚え書きには、「停車場は鉄
道省の指定にしたがって、交通と外観とを考慮して、入念に建築し、大学の敷地を貫通する幹線
道路の幅は二四間とすること。ただし、大学の用地を通過する部分については三〇間幅とする。
その他、停車場を起点として、幹線道路と約四五度の角度の放射線道路と幹線道路に直交する道
路をつくり、できるだけ整然とした区画をつくるように設置すること」などが謳われており、区
画の中心としての駅舎及びシンボリックな規則的・幾何学的街路パターンへの配慮がなされてい
る8）。
　大通はその後、桜や銀杏、松などの並木が道路沿いに列状に整備された。道路幅の広さ及び直
線路が奏功したものと言えよう。そして、駅の持つ正面性と大通りとの間には、パースペクティ
ブ（遠近感）効果と視野を遮ることのない直線的関係性が成立している9）10）（写真６）。
　また、富士見通はその延長上に富士山を望むことができる。ビスタが都市プランに取り込まれ
た典型例となろう。すなわち、富士山が通りからのアイストップ、空間認識点として位置づけら
写真６　国立・大学通り
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れ、通りの名称と一体化することによる相乗効果が図られたものと考えられる。富士見地名・名
称のもつ景観イメージの効果を増幅するものでもある。
（２）水平－上方視線型
　ｄ．前田森林公園
　札幌の前田森林公園は札幌市が計画した「環
状グリーンベルト構想」の一環として手稲地区
に整備された総合公園である。昭和57年
（1982）に着手し、平成３年（1991）に全面
完成した。面積は59.7haに及び、公園中央部
に位置するカナールやポプラ並木、公園外周の
市民植樹による記念樹の森が公園を特徴づけて
いる。また、各種運動施設やイベント等が開催
できる大芝生広場、展望ラウンジなどがあ
る11）。当地は加賀前田家15代当主の前田利嗣
が明治28年（1895）に酪農を主体とする農場を拓いた場所である。
　当公園を特徴づける景観要素は全長600m、幅15mのカナール（運河・人工池）である。これ
を基軸に両側に遊歩道、その外側にポプラ並木が配置され、パースペクティブ効果が生み出され
一点透視的な構図が成立している。視線はカナールの先で一旦収束するが、さらにその先の手稲
山が視野に入るように設計されている。手稲山は札幌圏に送信する各局のテレビ塔が頂上付近に
設置され、札幌冬季オリンピックのスキー会場になるなど、ランドマーク・マウンテンとして位
置づけることができる。なお、カナールの軸線は公園周辺の直交・格子型の街路・道路区画とは
明らかに異なっており、ランドマーク・マウンテンとしての手稲山及び山頂方向に向かってビス
タ・アイストップ型の景観形成が行われたものと言えよう（写真７）。なお、これとは反対方向
も同様にカナールの先の展望ラウンジに向かってパースペクティブ効果が発揮されている。
　ｅ．吉野公園12）
　鹿児島の県立吉野公園は昭和39年（1964）に都市計画事業により計画決定され、同45年（1970）
に総合公園として開園した。公園開設時の面積は30.9haに及び園内には芝生広場、花時計、噴
水などが設けられている。その中でも海岸展望台は桜島、錦江湾、鹿児島市街地を俯瞰するビュー
ポイントとして位置づけられる（写真８）。当公園は都市公園100選の一つに選定され、平成23
年３月から同年５月まで開催された花と緑の博覧会「第28回全国都市緑化かごしまフェア（愛称：
花かごしま2011）」のメイン会場となった。
　公園正面入口からは直線的なアプローチが延び、アイストップとしての花時計、花壇によりパー
写真７　前田森林公園（札幌・手稲区）
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スペクティブ効果が発揮され、桜島がアイストップとして視野に入るように設計されている（写
真９）。
　このように、広大な公園内に明確な軸線を配置し、一点透視的な構図を作り上げる中で鹿児島
のシンボル桜島をランドマーク・マウンテンとして設定している。公園全体に幾何学的通路など
が配置されている訳ではないが、シンボルをアイストップとして誘導する設計が施された例とな
ろう。
　ｆ．ミラベル庭園（ザルツブルク）
　オーストリア西部を代表する都市の１つがザルツブルクである。その名のとおり岩塩の産地で
あり、ザルツブルクの名称も「塩の城」を意味している。街の中央部をザルツァッハ川が流れ、
その河畔に広がる交通の要衝の地として発展してきた13）。とくに、ドイツとフランスを結ぶ交易
路として繁栄してきた。メンヒスベルグ丘上にはホーエンザルツブルク城が築かれた。オースト
リアでは最も早くカトリックの影響を受け、1077年にローマ法王に味方した大司教が、皇帝側
写真８　吉野公園展望台から桜島を望む 写真９　吉野公園正門入り口から桜島を望む
写真10　ミラベル庭園からホーエンザルツブルク
城を望む（１）　　　　　　　
写真11　ミラベル庭園からホーエンザルツブルク
城を望む（２）　　　　　　　
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の南ドイツ諸侯の攻撃に備えて築城した要塞である14）。モーツァルトの生誕地として知られ、各
種の音楽イベントが開催される。
　フィッシャー・フォン・エアラッハの設計によるミラベル庭園はギリシア神話の彫像が並び、
ペガサスの噴水が庭園内のアイストップとなっている。敷地内には、大司教ヴォルフ・ディート
リヒが愛人ザロメ・アルトのために建てたミラベル宮殿がある15）。ミラベル宮殿から庭園越しに
ホーエンザルツブルク城が望める（写真10・写真11）。シンメトリーな花壇と通路に誘導され、
丘とその上に広がるホーエンザルツブルク城がアイストップとなる構図が形成されている。
（３）下方視線型
　ｇ．八幡坂通（函館）16）
　北海道函館市の市街地は陸繋砂州上に広がっ
ている。陸繋島の大半は函館山によって占めら
れており、二十間坂通、日和坂、基坂通など市
街地から函館山方面には多数の坂道が延びてい
る。その中で八幡坂通は海を望み石畳の美しい
坂として知られ、函館の観光スポットにもなっ
ている（写真12）。ここでは、坂の上から約
270mの道路と両側の街路樹によるパースペク
ティブ効果により函館湾に視線が誘導される。
その視線の先にかつての青函連絡船「摩周丸（現
在は函館市青函連絡船記念館）」がアイストップとなって存在する。横浜の氷川丸と同様に、函
館が港として機能し、本州と北海道を結んでいた歴史を想起させるモニュメントが視野に入るこ
とで、物語性を伴う情緒やミーニング（意味）が創出されたものといえよう。ちなみに、八幡坂
の由来は、1804年（文化元年）、基坂上の函館奉行所の拡張工事に伴い、八幡宮が現在の八幡坂
の上に移されたことによる。その後、八幡宮は明治11年の火災によって焼失し、同13年に現在
の谷地頭に移ったが、その後も名前は残った。ちなみに、八幡坂通を初めとする坂の背後は函館
山であり、海岸部からのビスタ・アイストップも成立している。
　なお、前述のリスボン（ポルトガル）のエドゥアルドⅦ世公園からテージョ川に至る空間も、
このタイプに分類することができる。
（４）複合－双方向視線型
　ｈ．長崎平和公園
　長崎における爆心地の松山町を中心に建設された公園が平和公園である。その理念は原爆被爆
都市長崎を、国際文化の向上と恒久平和の理想を実現するために制定された長崎国際文化都市建
写真12　八幡坂通から函館港及び摩周丸を望む
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設法に因るものである。園内には平和祈念像が
ランドマークとなって存在している。この像は
彫刻家北村西望の作で、昭和30年（1955）に
完成し、高さ9.7mの青銅製で、右手は天を指
して原爆の脅威を、左手は水平に伸ばして平和
を象徴している17）（写真13）。祈念像の説明文
（一部分）によると「頑丈な体躯は絶者の神威
を示し、柔和な顔は「神の愛」または「仏の慈
悲」を表し、また軽く閉じた目は戦争犠牲者の
めい福を祈っている姿である。」と表現されて
いる。公園を訪れる人々は正面の平和祈念像を
目標（アイストップ）とし、アプローチとなる
通路を歩み、両側の外灯や樹木によって視線が
誘導され、パースペクティブ効果が強く発揮さ
れている。
　他方、平和祈念像から見ると、通路やアイス
トップとなる噴水そして上方に稲佐山を望むこ
とができる。稲佐山は古くから長崎市街地や長
崎港より仰瞰可能なランドマーク・マウンテン
である。長崎市も昭和30年代より自然公園等
の開発を進め、同33年以降、テレビ塔が設置され、同34年に大展望台及びローブウェイも設置
されるなど新たな俯瞰点が整備された。これにより昼夜を問わず展望スポットとして機能し、近
年では世界新三大夜景として香港、モナコと共に認定された。このように、長崎のシンボルとし
て人々に認識される稲佐山に向かう平和公園、平和祈念像のビスタは長崎の意味ある軸線として
位置づけることができる（写真14）。
　ｉ．シェーンブルン宮殿と庭園18）19）20）
　オーストリアのウィーンにあるシェーンブルン宮殿は、ハプスブルク家の夏の宮殿としてつく
られた。フランスのヴェルサイユ宮殿に対抗したとも言われ、広大な敷地に宮殿、庭園、動物園、
温室なども設けられている。とくに、マリア・テレジアの時代に大改修が行われ、マリア・テレ
ジア・イエローと呼ばれる黄色を基調とした宮殿の外壁とともにオーストリアを代表する宮殿・
庭園となった。1814年～15年のウィーン会議では、宮殿内の大広間が舞踏会の舞台となり「会
議は踊る、されど進まず」と揶揄された。
　宮殿・庭園はヴェルサイユ宮殿と同様に王の視線を遮らない直線的なビスタを基軸に左右対称
写真13　平和祈念像
写真14　平和公園から稲佐山を望む
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に花壇、放射状に並木を整え、アイストップとしてネプチューンの泉が設けられている。その背
後に広がる小丘上に象徴的なグロリエッテがさらなるアイストップとして控えている（写真
15）。グロリエッテは対プロイセン戦の勝利と戦没者の慰霊のために建設されたギリシア建築の
記念碑（未完成）であり、小丘から俯瞰すると視線の先にシェーンブルン宮殿、その先に直線道
路が延び、宮殿、庭園そして周辺地区を含むビスタが展開している（写真16）。
　このように、シェーンブルン宮殿と庭園は宮殿とグロリエッテがそれぞれ対照的なランドマー
クとなり、双方からの一点透視的な遠近感を伴う構図により調和のとれたビスタが周辺との景観
に融合しつつ形成されている。ちなみに、同宮殿は1996年に世界遺産に登録された。
Ⅳ．ビスタ・アイストップ型ランドマークのミーニング
　このように、ビスタ・アイストップ型ランドマークには歴史的建築物やモニュメント、そして
自然的要素としてのランドマーク・マウンテンなど意味あるものが用いられている。とくに地域
アイデンティティを表象するランドマークを構図の中心に据え、人々の視線を引き寄せる例が多
い。都市計画においても、東京駅と皇居の和田倉門を結ぶ行幸通りのようにビスタ・アイストッ
プ型の道路計画が明治期の帝都復興院により関東大震災後に実行された。日本の玄関として計画・
設計された東京駅と皇居を結ぶメインストリートが整備されたのである。その結果、東京駅から
皇居、皇居から東京駅の双方向にパースペクティブ効果による景観が生み出された。そして、行
幸通りは単なる道路としての機能だけではないミーニングを含むことになったのである。
　公園（宮殿）の造園デザインにビスタ・アイストップ型のコンセプトを用いる例はきわめて多
い。17世紀のル・ノートル（Le Notre,A.）によるヴォール・ル・ヴイコント庭園の設計からヴェ
ルサイユ庭園に至るフランス式庭園の特徴は、視野を遮らない見通し線がまっすぐに延び、左右
対称な展開、そしてランドマークやアイストップとしての城館や噴水の配置となってデザインさ
写真15　シェーンブルン宮殿からグロリエッテを
望む　　　　　　　　　　　　
写真16　グロリエッテからシェーンブルン宮殿を
望む（岡島梓氏 撮影）　　　　
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れた21）。これは、オーストリアのシェーンブルン宮殿と庭園もその影響を受けたといわれ、明治
以降の日本においても西洋式庭園に欠かすことのできないデザイン・コンセプトになっている。
　一点透視的な構図に欠かすことのできないアイストップは各種のランドマークである。基本特
性である象徴性・記号性・場所性・認知性が反映されるランドマークはアイストップとして相応
しいものであり、ビスタ全体の要に位置づけることができる。すなわち、ランドマークはパース
ペクティブ効果を成立させるための重要な役割を担い、景観及び空間の構図における焦点の役割
を果たしている。
Ⅴ．おわりに
　以上のように、一点透視的な構図によるビスタ・アイストップ型の景観形成は意図的に生み出
されることが多い。とくに都市計画や公園の設計では幾何学的に通路・道路・街路が配置され、
秩序ある空間が形成される。それは、軸線を中心とした比較的シンプルな景観やパースペクティ
ブ効果による人工美が形成可能になるためである。すなわち、完結性のある絵画的空間の中に、
人々の視線を焦点化し構造化することにより、わかりやすさ（レジビリティ（legibility））を発
揮することができる。また、視線の先に配置される自然的要素や人文的要素のランドマークと視
線の方向づけは、設計者の意図やメッセージが反映されることも多い。すなわち、景観構成要素
であるランドマークの基本特性が反映される場として位置づけることができる。その結果、周辺
とは異なるシンボリックな空間としての意味（ミーニング）を持つことになり、地域アイデンティ
ティを醸成可能な空間にもなる。
　今後もビスタ・アイストップ型の景観形成は各地で行われることが想像されるが、単純な人工
美の創造に偏ることなく、自然や歴史性・文化性などを反映したシンボリックな空間や景観形成
が求められ、意味ある空間の創出に結び付くことが望まれる。
（つがわ　やすお・高崎経済大学地域政策学部教授）
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